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～ すべての人に楽しく安全な道筋づくり ～

【概要版】

静　岡　市
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■ 背景と目的
現代社会は、少子高齢化、核家族化、高齢者世帯や一人暮らしの高齢者の増加など家族形態が変化し、家庭における育児力や介護力が衰えてきているとともに、障がいのある人が地域で安心して暮らすことができるような自立を支える支援が求められ、ノーマライゼーションの考えを導入した、だれもが安心且つ安全に暮らせる街づくりが求められるようになってきました。

このような中、平成６年に「ハートビル法（高齢者、身体障害者等が円滑に利用できる特定建築物の建築の促進に関する法律）」、平成12年に「交通バリアフリー法（高齢者、身体障害者等の公共交通機関を利用した移動の円滑化の促進に関する法律）」が施行され、また、「どこでも、だれでも、自由に、使いやすく」といったユニバーサルデザインの考え方に基づき、平成17年には「ユニバーサルデザイン政策大綱」が策定されました。

そして、平成18年に「ハートビル法」と「交通バリアフリー法」を一本化してバリアフリー施策を総合的に展開するため「バリアフリー新法（高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律）」が施行されました。

　静岡市においても、平成14年に「静岡駅周辺地区」、平成16年に「東静岡駅周辺地区」の交通バリアフリー基本構想、平成21年には「静岡市ユニバーサルデザイン基本計画・行動計画」が策定され、ユニバーサルデザインの考え方に基づくまちづくりを推進しています。
　こうした取組みを継続して市全域に広げていくため、地域拠点の交通拠点となる草薙駅周辺地区を対象にバリアフリー新法に基づく基本構想を策定し、市の将来都市像である「誰にも安全で安心なまちづくり」の実現を目指します。
■ 基本構想の位置付け
　草薙駅周辺地区バリアフリー基本構想は、バリアフリー新法に基づき策定するものであり、草薙駅周辺地区を対象として移動等円滑化に関する基本的な方針及び重点整備地区を指定し、その区域内における重点的かつ一体的なバリアフリー化を推進します。














■ 目標と方針
【目標】　～すべての人に楽しく安全な道筋づくり～

	●自由に日常生活・社会生活へ参加できる都市空間の形成

　　交通結節点、公共施設等を中心に、すべての人が自由に日常生活、社会生活へ参加できる都市空間の形成を推進します。

●安全・安心・快適な歩行空間の形成

　　すべての人が安全、安心して、自らの意思で移動手段を選択でき、自由に移動できる歩行空間の形成を推進します。

●地域拠点整備・関連事業との連携

　　駅機能を中心とした整備を進める中で、地域拠点整備と連携を図ります。

●多様なパートナーシップによるユニバーサルデザインの浸透

　　市民と行政、関係事業者のパートナーシップのもと、すべての人がバリアフリー化に継続的に取組むことによりユニバーサルデザイン社会を推進します。


【方針】
■ 重点整備地区と生活関連施設・経路
【重点整備地区の区域の設定】
重点整備地区は、ＪＲ草薙駅、静岡鉄道草薙駅を中心として高齢者、障がいのある人が通常徒歩で移動する範囲(概ね500ｍから1,000ｍ圏内)を対象に、生活関連施設等の立地状況、旅客施設及び有度山の丘陵地の地形を考慮した範囲としました。
その範囲は、北側は国道１号、南側は県道静岡草薙清水線（南幹線）及び静清土地区画34号線、東側は一里山長崎線、西側は静清土地区画204号線で囲まれた面積約100haの区域とします。
【生活関連施設の抽出】
生活関連施設は、高齢者、障がいのある人等が日常生活又は社会生活において利用する旅客施設、官公庁施設、福祉施設等から、移動等円滑化基準及び市民意向調査等を踏まえ、利用頻度の高い施設から生活関連施設を抽出しました。
【生活関連経路】
生活関連経路は、旅客施設を含む生活関連施設相互を結ぶ経路のうち、特に重点的にバリアフリー化を図るべき経路を位置づけ、この経路を構成する道路では、道路特定事業と交通安全特定事業を実施します。
基本構想では、有度生涯学習交流館と各旅客施設を結ぶ経路を｢主な生活関連経路｣とし、さらに、重点整備地区に存在する生活関連施設を相互に結ぶネットワーク経路と県立美術館及び県立中央図書館までのバスによる移動を推奨する経路を「その他生活関連経路」として整備していきます。
■ 特定事業・その他事業

特定事業は、基本構想で定める重点整備地区内の生活関連施設及び生活関連経路の重点的かつ一体的なバリアフリー化を推進するため、「公共交通特定事業」、「道路特定事業」、「建築物特定事業」、「交通安全特定事業」に区分され、各施設管理者が基本構想に則して事業計画を作成して事業を実施します。
その他事業とは、特定事業以外に移動等円滑化に資する市街地の整備改善に関する事項や必要な事業であり、各施設管理者等により事業実施に努めるものです。
【目標とする整備時期】
特定事業、その他事業は、バリアフリー新法及びその基本方針に基づき平成32年度（2020年度）までの整備を目標として各施設管理者等が実施する事業ですが、事業の内容により早期に整備が図れるもの、関係者間で調整を必要とするもの、基準等の明確化が必要なもの、大規模な改修が必要なもの等があります。
このため、目標とする整備時期を平成27年度までの完了と、平成32年度までの完了の二つに定め、地区の重点的かつ一体的なバリアフリー化を推進していきます。
また、ソフト面の取組みについては時期を定めず継続的に取り組むものとします。
●目標とする整備時期

	整備時期Ａ
	平成27年度までに完了

	整備時期Ｂ
	平成32年度までに完了


【公共交通特定事業】
	ＪＲ草薙駅【主事業者：ＪＲ東海】

※目標整備時期 Ａ：H27年度完了 Ｂ：H32年度完了

	整備項目
	概要
	整備時期

	
	
	Ａ
	Ｂ

	移動等円滑化への適合
	・改札口からプラットホームへ至る経路の段差解消

・視覚障害者誘導用ブロックを経路上に適切に配置

・多機能トイレの整備
	
	○


	静岡鉄道草薙駅【主事業者：静岡鉄道㈱】

※目標整備時期 Ａ：H27年度完了 Ｂ：H32年度完了

	整備項目
	概要
	整備時期

	
	
	Ａ
	Ｂ

	移動等円滑化への適合
	・適合（平成22年２月改修済）
	整備済


　
	静岡鉄道御門台駅【主事業者：静岡鉄道㈱】

※目標整備時期 Ａ：H27年度完了 Ｂ：H32年度完了

	整備項目
	概要
	整備時期

	
	
	Ａ
	Ｂ

	移動等円滑化への適合
	・通路の有効幅員の確保

・視覚障害者誘導用ブロックの整備

・多機能トイレの整備
	
	○


	静岡鉄道県立美術館前駅【主事業者：静岡鉄道㈱】

※目標整備時期 Ａ：H27年度完了 Ｂ：H32年度完了

	整備項目
	概要
	整備時期

	
	
	Ａ
	Ｂ

	移動等円滑化への適合
	・スロープの改修
・視覚障害者誘導用ブロックの整備

・多機能トイレの整備
	
	○


	バス車両【主事業者：バス事業者】

※目標整備時期 Ａ：H27年度完了 Ｂ：H32年度完了

	整備項目
	概要
	整備時期

	
	
	Ａ
	Ｂ

	移動等円滑化への適合
	・低床バスの導入検討
	継続実施


【道路特定事業】
	主な生活関連経路【主事業者：静岡市】

※目標整備時期 Ａ：H27年度完了 Ｂ：H32年度完了

	整備項目
	概要
	整備時期

	
	
	Ａ
	Ｂ

	移動等円滑化への適合
	①視覚障害者誘導用ブロックの整備

　・線状ブロック、点状ブロックの整備
	○
	

	
	②安心、安全、快適性の向上

　・滑りにくく、水はけのよい舗装面の整備

　・側溝蓋等の段差解消
	
	○

	
	③歩道の横断勾配の緩和

　・歩道の平坦化
	
	○

	
	④連続した円滑な移動経路の確保

　・歩道未整備区間の整備
	
	○


	その他生活関連経路【主事業者：静岡市】

※目標整備時期 Ａ：H27年度完了 Ｂ：H32年度完了

	整備項目
	概要
	整備時期

	
	
	Ａ
	Ｂ

	移動等円滑化の推進
	⑤視覚障害者誘導用ブロックの整備

　・点状ブロックの整備
	○
	

	
	⑥安心、安全な歩行空間の確保

　・Ｌ型側溝の改修

　・グリーンベルトの整備
　・舗装の段差解消
	
	○


【建築物特定事業】
	生活関連施設【主事業者：各施設管理者】

※目標整備時期 Ａ：H27年度完了 Ｂ：H32年度完了

	整備項目
	概要
	整備時期

	
	
	Ａ
	Ｂ

	移動等円滑化への適合
	・建築物特定施設のバリアフリー化
	
	○


【交通安全特定事業】
	交通安全特定事業【主事業者：公安委員会】

※目標整備時期 Ａ：H27年度完了 Ｂ：H32年度完了

	整備項目
	概要
	整備時期

	
	
	Ａ
	Ｂ

	既設信号の改良、改善
	・主要経路に音響信号等の設置検討
	継続実施

	道路標識、道路標示の

高度化
	・道路標識、道路標示の視認性向上等
	継続実施

	違法駐車、違法駐輪

行為防止
	・違法駐車、違法駐輪行為の取締り強化及び、

広報、啓蒙活動の推進
	継続実施


【その他事業】
	その他事業

※目標整備時期 Ａ：H27年度完了 Ｂ：H32年度完了

	整備項目
	概要
	整備時期

	
	
	Ａ
	Ｂ

	ＪＲ草薙駅の交通機関

乗継ぎ環境の整備
	・駅前広場の整備

・バス停のバリアフリー化

（時刻表の視認性、認識性向上及び休憩施設、上屋設置可能箇所の検討）
	
	○

	駐輪場の整備
	・駐輪場の整備及び保全
	
	○

	情報のバリアフリーの

推進
	・一体性、連続性のある案内標識の設置

・ホームページ等による情報の共有化
	継続実施

	心のバリアフリー
	・放置自転車等の対策、指導

・迷惑駐車、駐輪行為防止及び道路上にはみ出している看板の解消など広報、啓蒙活動推進

・バリアフリーへの意識の向上、高齢者、障がいのある人等のサポートなど教育の充実

・学校教育等におけるバリアフリーの推進
・商店街等におけるバリアフリーの推進
	継続実施


■ 今後の取組み
【心のバリアフリー】
基本構想策定後、各施設管理者が特定事業計画を策定して事業を実施していきますが、基本構想はバリアフリー新法に基づき国、地方公共団体、施設設置管理者等及び市民が各々の責務を果たすことによりバリアフリー化を実現していくことを前提としています。
このことにより、道路や施設整備などのハード面のバリアフリーだけでなく、高齢者、障がいのある人等に対する理解を深め、行動につなげるソフト面の環境づくりを行うことが求められています。
例えば、自転車等の駐輪マナーなどのモラルの向上や、困っている人に声を掛けるなど、市民一人ひとりがバリアフリーについての理解を深め、高齢者、障がいのある人等に対してサポートすることができる環境づくりに取組み、「心のバリアフリー」の実現を目指します。
【段階的・継続的な取組み】
各施設管理者が速やかに特定事業計画を策定するには、行政、各施設管理者の連携調整が必要であり、策定する事業計画は利用者の立場に立った内容とする必要があります。
このため、構想、計画、実施、評価の各段階において行政、各施設管理者及び市民が情報を共有し、連携、協働して推進していくことが求められ、継続的に事業を評価、検証し、さらに改善していく段階的、継続的な取組み（スパイラルアップ）をすることにより、「誰にも安全で安心なまちづくり」の実現を目指します。
昨今、新たな移動手段や支援システム、技術開発も進められているとともに、高齢化社会のさらなる進展により高齢者、障がいのある人等の社会参加の機会が増加し、バリアフリー化に対する要望がより高まると考えられます。
草薙駅周辺地区は政令市の地域拠点として今後大きく発展する可能性を秘めていることから、こうした社会変化に応じて柔軟に基本構想の見直しを検討していきます。



	草薙駅周辺地区バリアフリー基本構想【概要版】
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国・県の法令・条例


[国]


・ユニバーサルデザイン政策大網


・高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律(バリアフリー新法)


[県]


・静岡県福祉のまちづくり条例


・ふじのくにユニバーサルデザイン行動計画





公共交通特定


事業の実施





特定事業の完了(目標年次：平成32年度)


事業の実施





草薙駅周辺地区バリアフリー基本構想
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道路特定


事業の実施





交通安全特定


事業の実施











静岡市の上位計画・関連計画


・第2次静岡市総合計画





・静岡市都市計画マスタープラン


・静岡市ユニバーサルデザイン基本計画・行動計画


・静岡市障がい者計画	


・静岡市総合交通計画


・静岡市自転車道ネットワーク整備計画


・静岡市のみちづくり


・静岡市公共サイン計画


・静岡市公共建築整備指針　　　　等








事業化(バリアフリー化の推進)
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連携・協働


情報共有
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各施設管理者








市民





・特定事業計画の策定


・事業の実施


・継続的な取組み


・心のバリアフリー


　　　　　　　など





・特定事業計画の策定


・事業の実施


・継続的な取組み


・心のバリアフリー


・啓発、意見の反映


・基本構想の見直し


　　　　　　　など





・バリアフリーに関する意見、提言


・事業への協力


・心のバリアフリー


　　　　　　　など





誰にも安全で安心なまちづくり
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段階的・継続的な取組み


（スパイラルアップ）
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